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2011年度の報告にあたって

昨年6月NHKは、東日本大震災復興支援のため2013年大河ドラマの主人公に会津出身

の山本(新島)八重を取り上げるという制作発表を行なったその報道は突然のことであ

つたので少々驚かされたが、われわれは2009年の秋のNeesimaRoom企画展で新島八

重の生涯を実施し、汽方の資料的整理は行なっていたのであわてることはなく、これを

機に八重関係資料か発掘されるのではないかと期待したものであったもっともそれ以

降、般的には無名t、近い八重についての問い合わせが多く寄せられるようになり、現

在、大学ではホームヘージを開設して情報を提供しているが、その他のさまざまなことの

対応に追われて今日に至っている

もちろん多忙になったからといって通常業務が疎かになったわけではないそれは本

報告にある通りであり、とりわけ昨年の企画屡はより充突した成果を得られたのではな

いかと思ってぃる春には結成200周年を経過したアメリカン・ボードを主題として神戸女

学院との比較で明治初期のキリスト教学校の特色を、秋には今出川校地発掘調査の成果

にもとづく京都を主題として歴史資料館との共催で同志社が京都にあることの,忍識を新

たにした神戸女学院長森革氏の公開講演会は会場のクラーク館チャヘルに入りきれ

ないほどの盛況であったし(聴'芯をあきらめて帰られた方々には本当に畔1しよのないこ

とになり、当方の不手際をお詫び申し上げなけれぱなりません)、シンホシウムも明徳館

1番教室が満杯になり議論も活発であった(それぞれの内容は同志社義叢第32号に掲

載されてぃる)その他、資料の収集・整理、大学・女子大の学芸員課程の学生の実習、

ラーネッド記念図舎館や新島会館の展不、新島旧邸(八重の報道以来、来'Jj者か急増し

た)、種々の問い合わせの応対なと注意深くかつていねいに進められたのではないかと

思っている

しかしながら2012、2013年度が当センターにとって特別な年になることはまちがい

ないスタッフ全員にとって例年以上の負担を強いることになるであろうが、多忙さに緊張

感を高めることによって業務に臨みたいと思っている皆様のなお層のご理解とご協力

を賜りたく存じます

同志社社史資料センター

所長露口卓也



会津における地震被害

1611(慶長16)午8月21Π辰の刻、会池地方

は大地震にみまわれました局地的に起こった

この地震で、推定マグニチュードは6.9、震度6

~7程度の揺れか起こったとされていますこの

地震で、公沸地方では3千人を超す犠牲者が出

たほか、倒壊した家屋は民家だけでも2万P余

りとなったようです山崩れなどの 1二砂災害に

よって会津盆地を流れる川が堰き止められ、新

たな削も発*しましたこの湖に水没した村々

があるほか、当時会津から新潟に抜ける越後街

遭の部が、ルートの変更を余儀なくされました

伏1みに、このときの地震は、会津盆地の西部を

南北に進る活断Nが震源だったと考えられてい

ますが、"1辺の社寺仏開にも甚大な被害を及

ぽしました現在囲の重要文化財に指定されて

いる新宮熊野神社(現在の喜多方市)の熊野

柯1社柞殿はこの地震で倒壊したほか、日本

虚空蔵として知られる圓蔵寺(現在の河沼郡柳

泳町)の瓣台も崩落しましたその様子は、1672

(寛政12)年・に完成した会津の旧聞雑事をまとめ

た書物には八Π・汁日辰ノ刻大二地震会津川

/F所訂,Ⅱ崩レテ域塞ク爲故二海水氾濫シ四郡

ヲ没ワント欲0川略)椡咽珍〒台崩レテ川二喰チ及

塔寺観音堂新宮ノ仟殿モ亦倒とあります

そしてこの時の地震で、若松城下の鶴ケ城も

大変な被害を受けました 1593(文禄2)午に蒲

生氏郷の手によって建てられた7層の天守開

が、犬守台の石h1が崩れ傾いてしまったと悶わ

れます(現在の若松城跡の中で番古い右加

は夫守台の野血積みのものですが、おそらく慶

長期の地震で崩れたというのは天守台のすべ

ての部分ではなく、塩蔵となっている通路の

部分だったと考える向きがあります)この傾い

た天守開は約30年の間そのままとなり、16諦

(寛永16)年に加藤明成の改修により現在のよ

うな5層の天守閣となりましたこの天守閣は幕

末期の戊辰戦争の際の激しい砲撃にも耐え抜

きましたか、明治7年には破却の対象となり、石

珀ナ、けを残し取り壊されました現在のような

姿に復兀されたのは昭和40年のことです

会津地方は自然災害が少ないことがつの

大きな特徴ですが、その会津の地で起きた慶長

会津地震からちょうど400年後の2011年3月Ⅱ日

午後2時46分、東北地方太平洋沖地震が発生

しました 400年ぶりに大地震の脅威にさらされ

た瞬問でした地震の発生から時間と共に強く

なる揺れ、やがて階段の手すりにつかまらない

と階段を転げ落ちるのではないかというほど酷

い横揺れに襲われました天守閣の倒壊を予

期させる揺れの中で来場者の避難誘導を終え

外に出て目にしたのは、あ

ちこち無残に亀裂が入った

天守閣周辺の漆喰壁でし唯
傭峨
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亀裂の入った漆喰壁

害は見られませんでしたが、本丸内のあずまや

のつは完全に傾き、いつ倒壊してもおかしく

ないほどの危険な状態でした石始に接する城

壁は揺れのために亀裂が走り、折からの強風で

その箇所から漆喰壁が剥離していきます

同じ1侍刻に、他の地域がどのような災害にみ

まわれどのような状況に陥っていたかというの

は、報道などで日本国内だけでなく世界中の

方々が目にしていたことでしょうそして、天災だ

けでなくその後地震による津波に口秀発され引き

起こされた人災は御承知のとおりです

被害が軽く済んだとされる会津地力でさえ、

震災以前のようにとは申せないまでも日常的な

生活を送ることが出来るようになるまでは、多少

時間を必要としました会津若松市内の道路は

あちこちで陥没や隆起、屯裂が起こりましたま

た、本震後も続く余震に、鶴ケ城本丸内の石珀

の角は崩落しましたが、修復の目途が立たず

現在もそのままになっていますこのように、東

北地方太平洋沖地震の発生により、多くのこと

が変貌しました

方で、震災以降、新たな人の緋も多く生ま

れました国内外の本当に多くの人々が、下を

差し伸べてくれ、人と人とのつながりが多くの

現在の天守閣

奇跡を起こしてくれました

そんな中で、平成23年6月12口に発表された

平成25年の大河ドラマは新島八電が主人公に

決定というニュースは、驚きと共に会沸を駆け

巡りましナ・東日本大震災によって受けた被害

からの復興支援に、との配慮をいただいた上の

決定のようですが、これにより多くの人々の注目

か福島県に集まることとなります現在は祝島

県内全域がドラマ放送への期待の高まりをみ

せ、各地で様々な関連企画・イベントの準備が

行われています

会津藩士の娘として生を受け、幕末の戊辰戦

争を経験した山本八重が、京都に出て後に1司

志社大学を設立する新島襄と結婚q新島八重」

となったのは、1876(明治9)年のことでした 8

6歳(満年市旬で亡くなった八重は、人生の約3

分の2という長い年月を京都で過ごしましたが、

彼女の人生の軌跡か現在の京都と福島を結ぶ

多くの緋をうみたしてくれましたこの紳は、先

人から贈られた復興への道標となるでしょう

湯田祥子
若松城天守閣郷土博物館学芸員



資料業

貪料整理

社史資料センター綱別蔵書冊数(逐次刊行物は除く)
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2.資料提供(写真資料を中心に)

資料提供日

20]]年

4月6白毎日新聞京都支局:毎白新聞朝刊京都面掲載「京都ミュージアム案」1こ掲載新島旧邸関
連写真5点

12日歴史春秋出版株式会ネ土会津人群像]9号に掲載/新島嚢関連資料18点

22日福音社編集部:月刊姦サインズフ月号掲載「教育者新島襄の使命感」に掲載新島襄写
真等4点

5月9日京都府京都文化博物館:総合展示室「京の歴史」で使用/クラーク記念館写真1点

25日朝日新聞出版:週刊新マンガ日本史」第39号「白虎隊」1こ掲載/新島八重写真1点

30日東京福岡県人会:郷土の先達(2008年3月号)再録にあたり写真の転用/海老名弾正の
写真1点

31日いのちのことば社:勝海舟最期の告白」に掲載/勝海舟揮毫聖句(マタイの福音書Π28)]点

6月3日廣隆寺:「学徒出陣と大学歌」展にて使用/「同志社と戦争」写真等25点

6日福音社編集部:「月刊誌サインズ」「教育者新島襄の使命感」(後編)で掲載新島襄関連写
真等3点

7日いのちのことぱ社:DVD「聖害を読んだサムライたちパート2 で使用新島襄関連写真

等14点

8日上毛新聞社:週刊風っ子「ぐんまの偉人」で掲載新島襄肖像画1点

9e NHK制作局:「スゴロQジャパン」で使用「自責の杖」写真]点

]3日川田甕江資料を読む会:『川田甕江資料集3」掲載/新島襄肖像画像2点

同日函館千歳教会:教会創立110周年記念に教会内展示で使用新島襄肖像写真等2点
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(2012年3月31日現在)
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15日

20日

7月7日

8月29日

9月9日

10月11日

28日

]1月8日

] 5日

24日

神戸女学院大学KC.press:rK.C.p「ess」7月号「アメリカン・ボード設立200年記念ま
かれた種一神戸女学院と同志社」で掲載/宣教師の集合写真1点

週刊現代編集部:週刊現代に掲載/新島遺品庫資料1点

南方熊楠顕彰館:第Π回特別企画展「南方熊楠のアメリカ時代」で使用小野英二郎写真

きものパスボート事務局:きものパスボート掲載新島旧邸書斎写真1点

芸術新聞ネ土墨 213号に掲載新島八重関係資料13点

サンケイリピング新聞社:「京都御所、新島旧邸と京懐石を味わう」に掲載新島旧邸写真2点

NHK制作局生活食料番組部「あさイチ」班:「八重の桜」紹介VT丹で使用新島八重写真]点

徳富蕪峰館:「広報山中湖」に掲載「自責の杖」写真]点

アルテスパブリッシング:vvebサイト「音楽専門館 1」掲載新島襄関連資料1点

雄山閣:博物館学人物史下巻「田中不_麿」で掲載田中不二麿肖像写真1点

2012年

1月10日

3]日

2月29日

3月8日

13日

福岡警固教会:「福岡警固教会百年史」及び「福岡警固教会百年史・写真集」(仮称){こ掲載
新島遺品庫資料データ2点

佐賀市教育委員会川副出張所:佐野常民記念館企画展で使用新島八重写真1点

福島県立博物館:展示室のパネル及び広報用印刷物等に使用新島襄・八重関係資料12点

ル・プロジェ:vvebサイト及ぴ印刷物等に使用槙村正直肖像写真1点

有田屋;創業]80周年記念事業「上州安中有田屋展」で使用湯浅治郎関連画像3点

学芸員実習について(新島襄・八重旧蔵資料の整理など)

昨年に引き続き大学からの「学外実習」を受け入
.

れた。計1]名を3つのグループに分けて、 8月の

第1・2・4週に各グループ3回ずつ実施した。 3

グループとも「同志社社史資料の調査と整理」をテ
■^

ーマに、第]2代伺志社総長牧野虎次関係文書を

整理した。^

ーーー゛
一方、女子大学の「館園実習」では2名の学生を、

受け入れた。本年度は講義と実習を行い、講義で
宅'

はアーカイヴズの役割と使命、文書館と博物館と

図書館、私立学校のアーカイヴズをテーマに討論も行った。一方、実習では新島襄・八重に関する未

整理の写真資料を整理した。実習終了後も2名の実習生はセンターに通い、総数498点の写真資料の

撮影、りストの整備を行った。

、、



展小

2011年度は2回のNeesima Room企画展(特別資料展尓を含む)を実施し、オー
フンキャンハス2011、ホームカミングデー20Ⅱ、新島会館、ラーネッド記念図書館

への展不協力などを行った

1.Neesima Room企画展

春学期(第39回企画展)

2011年4月1日(金)~7月31日(日)

テーマ:「アメリカン・ボード設立200年

記念まかれた種

一神戸女学院と同志社一」

協賛:学校法人神戸女学院

来訪者数:延べ3,088名(特別展を含む)

実施日数:]]4日(特別展を含む)

2.特別展

特別資料展示

2011年6月25日(士)~7月1日(金)

来訪者数:延べ392名

実施日数:7日

協賛:神戸女学院

秋学期(第40回企画展)

20下1年9月28日水~

20] 2年1月31日(火)

テーマ;京都の中の同志社

一相国寺、朝廷と明治の近代化一

共催:歴史資料館

来訪者数:延べ4,050名

実施日数:]08日



3.展示協力

神戸女学院史料室への展示協力
神戸女字院史料室主催の展示「アメリカン・ボードと日本伝道」(2011年11月1日~

2012年1月27日)に、写真パネルなど6点を提供。

オープンキャンパス2011

20Π年7月3]日(日)開催のオープンキャンパス20Πで、社史資料調査員による

展示説明会(3回、各30分程度)をNeesimaRoomで実施

ホームカミングデー2011

2011年11月6日(日)開催のホ

ームカミングデー201]で、社史

資料調査員による展示説明会(3

回、各30分程度)をNeesim8

Roomで実施。

新島会館

「目的の大なる人物を創設期の学生たち

予定)をテーマに、写真パネル11点を展尓

ラーネッド記念図書館

「アメリカン・ボード宣教師の肖像」(201]年]1月1日~2012年2月29日)をテー

マに、写真パネルなど11点を展示。

地域協力

2012年3月7eok、京都市立第三錦林小学校6年生の学外実習で社史資料調査員

が尹東柱詩碑ならび{こ鄭芝溶詩碑を説明。

"f

」(20]1年4月1日~2012年5月7日

国
"
の
俐
雄



公開講演

まかれた種
神戸女学院と同志汁

/

2.秋学期(第40回Neesime Room企画展)

テーマ:「京都の中の同志社一相国寺、朝廷と明治の近代化

講師:露口卓也(文学部教授)

鋤柄俊夫紋化情報学部教凋

浜中邦弘唖史資料館准教揺

小枝弘和(同志社社史資料センター社史資料調査員)

日時:2011年] 2月] 7日(士)

場所:明徳館1番教室

参加者:237名

NeesimaRoom企画展のテーマに添った講演会を春学期と秋学期に実施した

^
,

春学期(第39回N日巳SimeRoom企画展)

演題:「まかれた種神戸女学院と同志社」

講師:森孝一(学校法人神戸女学院理事長・院長)

日時2011年6月25日士

場所:クラーク記念館2階クラーク・チャペル

参加者:230名

.

ず
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ず
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研究活動

機関,志の刊hや第部門研究(新島研究)および第
の研究会は次のとおりである

1.第惜"門研究(新島研究)研究会(代表本井劇専)

第113回例会 20]]年4月10日(月)

第114回例会

胖斤島研究』]02号論評会
報告者:森永長壹郎、柿本真代、籠谷次郎

20]]年5月9日(月)

「同志社英学校と森永西洋菓子製造所」
報告者:森永長壹郎

2011年6月13日絹)

「新島ウォーク大阪U1旧)から奈良、宇治、坂本、比叡山越え、

京都三条へa875年)」
報告者:田島繁

20Π年7月]]日(月)

「小枝弘和著 rwiⅢ臼m smith clark の教育思想の研究をめ
報告者:小枝弘和

書評者:西田毅

第115回例会

第]16回例会

第117回例会 2011年8月6日(士)

①「英文による新島研究の必要性について」
報告者:大越哲仁

②「新島襄が初めて読んだ漢訳聖書抜粋「真理易知につぃて
報告者:布施田哲也

③「新島襄の大学観と同志社大学」
報告者:大迫章史

シンボジウム「森中章光先生の功績」

④「「時危うくして、偉人を思う一徳富蘇峰と森中章光先生」
報告者:吉田曠二

⑤「森中章光先生を語る」
報告者:井上勝也

⑥「r新島襄全集」と森中さん」
報告者;北垣宗治

18回例会 20]]年10月17日(月)

とし.L.Janesj
報告者:日比惠子

部門研究(同志社社史研究)

第1



第119回例会 2011年11月14日月

新島八重の雑誌記事総覧」
報告者:山梨淳

第120回例会 2011年12月12白月

「文明の認識一福沢諭吉と新島襄
報告者:露口卓也

第121回例会 2田 2年1月] 6日(月)

報告者;矢崎邦彦

^:ι、
刀てノロ

2 第1部門機関誌

新島研究第103号 A5判 256頁 20]2年2月28日発行

叢山本覚馬と新島襲Ⅱ論

同志社英学校と森永西洋菓子製造所
一創始者たちの帰国より死に至るまでー

新島襲が初めて読んだ漢訳聖書抜粋
真理易知』1こついて

新島襄における救済論 大越

新島襲の母とみとその生地 関口

関口徹氏「新島嚢の母とみと浦和宿の中田家 籠谷
一籠谷次郎氏の所説にふれてー」を読んで

シンボジウム「森中章光先生の功績」

「時危うくして、偉人を思う」徳富蘇峰と森中章光先生 吉田

井上森中章光先生を語る

北垣新島襄全集と森中さん

「森中章光先生の功績」討論と質疑

エッセイ新島襄の足跡を辿る「新島ウォーク:大阪・奈良・京都」 田島
一大阪川口から奈良、宇治、坂本、比叡山を越え京都三条へU875年)ー

コラム新島襄のヴィースバーデンでの湯治場KurhotelRome巾ad 田島

(クアホテル・ローマ浴場)の新聞記事を発見

「新島襄の遺髪と愛用の硯」について 田島

日記「函館紀行」元治元年四月十一日に関した森中章光メモ 吉田

資料紹介新島ハ重のブラック,ホールー前夫・川崎尚之助のその後一 吉海

山梨新島ハ重の雑誌記事集成

井上勝也

森永長壹郎

布施田哲也

繁

哲仁

徹

次郎

礦二

畷二

勝也

繁
繁

人
淳

直



3.第2部門研究(同志社社史研究)研究会(代表伊藤彌彦)

第10回例会

第羽回例会

2011年5月31日(火)

報告者:宮澤正典

2011年7月2日(土)

報告者:澤田次郎

第12回例会

第13回例会

20]】年12月14日(水)

「戦時下の学問統制と同志社」
報告者:駒込武

2012年]月17日(火)

「大塚節治関係書簡からみる上申書問題」
報告者:布施智子

4.機関誌

同志社談叢第32号 A5判 304頁 2012年3月1日発行

論叢増野悦興の教育活動一新島襄の遺志の体現

資料紹介組合教会三元老の書幅俳斤収蔵品)

新出・新島襲書簡五通(柚木吉郎宛)

「蘇仙庵文庫」所収松方正義宛徳富蘇峰書翰

同志社女学校への来校者一明治~大正期一

J.D.ディヴィスとN.G.クラークの往復書簡(9)

公開講演会同志社と神戸女学院
アメリカン・ボードとの関係をめぐって

公経と義満

公家社会と京都

京都の近代化と同志社

5 刊行物

パンフレット新島旧邸増刷
日本三吾英語併記(20]】年6月発行)

滝澤民夫

本井康博

本井康博

齋藤洋子

宮澤正典

森永長賣郎

森孝一

鋤柄

浜中

小枝

俊夫

邦弘

弘和



第169回新

日時:2012年2月13日(月) 17:00~ 19:30

場所:同志社新島会館大研修室

表彰

新島研究論文賞布施田哲也(公立丹南病院副病院鳥

新島研究功績賞大鉢忠(同志社大学理工学部教授)

記念講演
演題:新島襄:小冊子との出会いと持病についてー(真理易知とりウマチズム)
講師:布施田哲也(公立丹南病院副病院長)

新島襄生誕記念懸賞論文入選者(2011年度)

【中学校の部】
最優秀賞

生嶋眞帆(同志社国際高等学校3年)

「管見からみる山本覚馬と同志社」

土井花梨(同志社国際高等学校3年)

「日本のマザーテレサー人生の暗転と同志社一」

吉村沙矢香(同志社国際高等学校3年)

陳斤島襄の考える神の愛」

山根久美子個志社高等学校1年)
「新島襄 X 京都=キリスト教と自由とそして同志社

太田未来個志社国際高等学校3年)

「新島襄の大学設立への熱い思い」

小林直樹衛島学園高等学校3年)

畔斤島襄から学ぶ、これからの日本人に必要なこと」

丹野智世(新島学園高等学校3制

「新島嚢がもたらした私たち学生への海外への道
一今の日本の学生の国内安定志向に告ぐー」

生誕記念会

優秀賞

奥村美大(同志社女子中学校1年)

「同志社と慶應義塾一新島襄と福沢諭吉の教育観の比較

小西花依(同志社女子中学校]年)

「人と人とのつながり」

村山由(同志社女子中学校1年)

「栄光館のパイプオルガンーデントン先生からの贈り物一

辰巳由夏(同志社中学校1年)

「新島襄とロビンソン・クルーソーの出会しり

川嶋渉造個志社中学校1年)

「新島襄と吉田松陰」

辻美織(同志社女子中学校]年)

「新島襄からの手紙」

西田芽生(同志社女子中学校1嗣

f八ーディーとの出会しU

木寺梓(同志社香里中学校]制

「新島襄先生を動かしたその原動力」
川田真里亜噺島学園中学校3年)

「決意の固さの奇跡」

【高等学校の音田
最優秀賞

優秀賞

.T よ'、

.
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ボストンの友人J.M.シアーズの寄付によって建てられた新島襄の私邸で、和洋折衷の木造

2階建て住宅として、また、同志社創立者の旧居として価値が高く、1985年に家貝,調度類

を含めて京都市有形文化財に指定された

冒{モ【

■公開日

3月~7月、 9月~Π月の毎週水・土・日曜日(ただし祝日は除く)

春と秋の京都御所一般公開期間中の毎日およぴ11月29日(同志社創立記念日)

■公開時間

10:00~16:00

<2011年度見学者数>

4月5月6月7月9月10月11月3月合計

7刀人 770人 449人 475人 603人 976人],928人 885人 6.857人

,' 1 叫1軸1 '即Π1 -

新島旧邸外観

!ι・',11!・-1

,ー.,゛
^

i熱サ.

霄斎

^

、^

応接問

B

寺町通に面した木戸から玄関への小道

=
一
η



同志社社史資料センター委員会委員(2011年團

露口卓也同志社社史資料センター所長

士田道夫教務部長

片山傳生企画部長

吉岡康博総務部長

落合仁司人文科学研究所長

中井義明歴史資料館長

山本修法人事務部長(~帥11.1の

吉岡康1専法人事務部長(20TI.11~)

同志社社史資料センター運営委員会委員(20Π年團

露口卓也同志社社史資料センター所長

落合仁司人文科学研究所長

山本修法人事務部長(~2ml、10)

吉岡康博法人事務部長(舶".11~)

本井康博神学部教授

山田

菊地

用E

辻村

敦賀

本井

出原

英次

好

昭夫

康博

政雄

女子大学現代社会学部教授

中学校・高等学校教諭

香里中学校,高等学校教頭

女子中学校・高等学校教頭

国際中学校・高等学校教諭

神学部教授

法学部教授

所長

参与(部長待遇)

事務長

社史資料調査員

社史資料調査員

契約職員

アルバイト

出原

山田

辻村

伊藤

竹山

露口卓也

亀井修二

落合万里子

小枝弘和

布施智子

石井理佳子

3名

政雄

邦和

好

彌彦

幸男

法学部教授

女子大学現代社会学部教授

女子中学校高等学校教頭

法学部教授

中学校・高等学校副校長

新島旧邸

N舶SimaR伽m 院生アルバイト

アルパイト 3名(5名で交代勤務)

1名(8名で交代勤務)

和
登

仔宇

畳



改正 2010年2月]8日

(設置)

第1条本学に同志社社史資料センター(以下「センタ

ー」という)を置く

(目的)

第2条センターは.創立者新島襄並ぴに同志社関連

資料の収集,整理,保存及び公開業務を継続,発展さ

せ.同志社創立以来の歴史と伝統を後世に継承して

いくととも1こ同志社教育の充実と発展に寄与するこ

とを目的とする

(事業)

第3条センターは,前条の目的を達成するために,以

下の事業を行う。

(1)同志社社史資料の研究.収集,整理.保存及ぴ公

開に関すること。

(2)新島研究に関すること。

(3)同志社社史編に関すること。

(4)「同志社談叢」の発行に関すること。

(5) Neesime Room の管理運営に関すること。

(6)ハリス理化学校記念展示室の管理運営に関する

こと。

(刀新島遺品庫の管理運営に関すること。

(8)新島襄旧邸の管理運営に関すること。

(9)新島襄及ぴ同志社建学の精神についての啓蒙活

動に関すること。

00)その他センター設置の目的に照らして必要と認

められる事業

(所長)

第4条センターに所長を置く。

2 所長は.学長が任命し.センターの業務を統括する。

3 所長の任期は1年とし.再任を妨げない

(同志社社史資料センター委員会)

第5条センターに同志社社史資料センター委員会(以

下「センター委員会」という。)を置き.以下の事項につ

いて審議する。

(D センターの事業に関すること

(2)社史資料調査員の候補者推鷺に関すること。

(3)その他必要な事項

(センター委員会の構成)

第6条センター委員会は'次の者をもって構成し,委

員は学長が委嘱する。

0)所長

(2)教務部長,企画部長.総務部長,人文科学研究所長,

歴史資料館長及び法人事務部長

(3)女子大学、中学校・高等学校,香里中学校・高等

学校.女子中学校・高等学校.国際中学校,高等学校,

から各]名

同志社社史資料センター規程

(の学識経験者若干名

2 第]項第3号に掲げる委員は.各学校長の推薦によ

り学長が委嘱し.その任期は1年とする。ただし.再

任を妨げない。

3 第1項第4号に掲げる委員は,所長の推薦により学

長が委嘱し.その任期は1年とする。ただし,再任を

妨げない。

4 センター委員会は、所長が招集し.議長となる。

5 センター委員会は.委員の過半数をもって成立し、

議事は出席者の2分の1以上の賛成をもって決する。

ただし.第5条第2号に係わる議決は出席者の3分の2

以上の賛成を必要とする。

(運営委員会)

第7条センター委員会に同志社社史資料センター運

営委員会(以下「運営委員会」という。)を置く。

2 運営委員会は.第3条に掲げる事項について計画立

案し,センター委員会の議を経てその実施にあたる。

(運営委員会の構成)

第8条運営委員会は,次の者で構成する。

(1)所長

(2)第6条に掲げる者のうち所長が任命する者若干名

(3)所長が必要と認めた者若干名

2 委員の任期は1年とし,再任を妨げない。

3 委員会は.所長が招集し、議長となる。

(事務室)

第9条センターに事務室を置く。

2 事務室に職員若干名を置き,センターの事業,委員

会に関わる事務,その他必要な事務を行う。

3 センターの事務組織は,同志社大学事務機構規程

に定めるところによる

(社史資料調査員)

第10条事務室に社史資料調査員たる職員若干名を芦く。

2 社史資料調査員は.社史資料の収集,整理.調査.企

画,展示等の業務を行う。

3 社史資料調査員の選考に闘する事項は別に定める。

(事務の所管)

第11条この規程に関する事務は,同志社社史資料セ

ンター事務室が行う。

(改廃)

第12条この規程の改廃は,センター委員会の議を経

て大学評議会で行う。

2004年4月24日制定
2004年5月1日施行

附則

この規程は,2010年4月1日から施行する。



(目的)

第]条この要項は「同志社社史資料センター規程」の

第3条第1号に則り、同志社社史資料センター(以下

「センター」という)が所蔵する資料等(以下「資料等」

という)の利用に関する必要事項を定める。

(センターの業務)

第2条センターは、資料等の利用に関して次の業務

をイテう。

(1)閲覧

(2)複写

(3)貸出

(4)参考調査

(公開と利用制限)

第3条資料等は公開を原則とするが、次のものは利

用を制限する。

(1)新島遺品庫資料

(2)新島旧邸文庫資料

(3)非公開を条件に寄贈・寄託を受けている資料

(4)破損または汚損を生じる恐れがある資料

(5)個人情報に関する資料

ア)現存者の個人情報に関する資料については、

「個人情報の保護に関する規程」(法人)と「同志
社大学個人情報保護委員会内規」に則る。

イ)物故者の個人情報に関する資料については、

以下のものの利用を制限する。

①没後50年未満のもの

②故人の重大な秘密であり、公開により遺族

等に不利益を与える恐れがあるもの

(田センター所長(以下「所長」という)が特に指定す

る資料等

(利用時問)

第4条資料等を利用できる時間は、大学が定める休

日を除いた平日の9時から17時とする。

2 所長が必要と認めたときは、利用時問を変更する

ことがある

(閲覧)

第5条資料等の閲覧は、センター内所定の場所で行

うものとする

同志社社史資料センター利用要項

(複写)

第6条資料等の榎写・撮影は、著作権法の範囲内で行

うものとする。

2 破損の恐れがある資料等は、複写・1哉影を制限する。

3 出版、放映、展示等のために複写・1最影する場合は、

所定の申謂書を提出し、所長の承認を得なけれぱな

らない。

(貸出)

第7条貸出ができる資料等は、同志社大学学術情報

システム(DOORS)1こ登録された図舌とし、禁帯出

図書と逐次刊行物を除く。

2 貸出ができる者は、以下とする。

ア)同志社大学学生・教職員

イ)同志社女子大学学生孝曳職員

ウ)同志社大学と同志社女子大学の図書館利用力

ード所持者

エ)センターが設置する部門研究の参加者

オ)その他、所長が特に認めたもの

3 貸出冊数は5冊までとし、貸出期問は]ケ月とする。

4 返却を延滞した場合は、当該資料を返却するまで

貸出を停止する。

(特別貸出)

第8条出版、放映、展示等のため資料等を貸出する場
^

利用者は所定の申謂書を提出し、所長の許可を^、

得なけれぱならない。

(紛失、汚損)

第9条資料等を紛失・汚損したとき、所長は現物また

は現金による弁償を求めることができる。

(参考調査)

第10条センターは、利用者の求めにより次の範囲で参

考調査を行い、情報を提供する。

]同志社関係資料の検索

2 同志社史に関する事実

(要頂の改廃)

第Π条この要項の改廃は、同志社社史資料センター

委員会の議を経て行う。

2009年5月19白制定
2010年5月20日改訂
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表紙写真;新島夫妻ならびに山本覚馬と会津出身の学生たちU886年か1887制
今泉貝幸旧蔵写真。党馬と八皿の旧主である松平容保の嫡子・客大仂寸dきる
後列右から2番目)の姿もある。容大は同志社に一時在学した。


